




5

現 在

「つなぎ合わせる民間の会社」の役割

現在、小谷村で暮らしていくために必要とされる
サービスは、行政・民間共に「制度に基づいた
サービス」と「独自のサービス」で構成されて
います。けれど、実際には、それだけでは埋ま
らない多種多様な「すき間」があちこちにでき
ています。

この、すき間の内容によっては「小谷村内で
暮らしにくい」状態が生まれています。

①住民が「すき間」を見つける。

②すき間を埋める方法を探す。
　・自分で埋める
　・地域で埋める

③「つなぎ合わせる民間の会社」に相談

④「つなぎ合わせる民間の会社」が調整役と
 　なって、サービス提供者と相談・協議

⑤すき間を埋める新しいサービスを生み出す

⑥すき間がひとつ埋まる！
（５４ぷろによって生まれた、新しいサービス）
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現状の制度やサービスの「すき間」 つなぎ合わせる民間の会社ができると…
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この①～⑥を繰り返しながら「おたり５４プロジェクト」の目標を実現していくのが、
行政と民間をつなぐ中間的な立場の「つなぎ合わせる民間の会社」の役割です。
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現状の制度やサービスの「すき間」
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つなぎ合わせる民間の会社と
「いること」「やること」の関係　

おたり54プロジェクト
（官民協働）

建物を整備
・複合拠点施設の運営、管理
・拠点施設を核として
　「やること」を創出

郷土愛・誇り 生きがい 安心 楽しみ 交流 学び

小谷村で幸せに暮らせる人が増える・地域資源の継承・自分の地域に誇りを持つ
移住者の増加・転出者の抑制

小谷村役場
（行 政）

つなぎ合わせる民間の会社
（民 間）

いるとこ
（複合拠点施設）

やること
（雇用促進・活躍の場づくり）

事業化

「いるとこ」と「やること」がある村には活気と安心が生まれる

「54集落ごと、すべての世代の誰もが自分らしく暮らせる村づくり」

現在、おたり54プロジェクトを推進しているのは、
特産推進室内の事務局ですが、「つなぎ合わせ
る民間の会社」が発足すれば 54ぷろを推進し
ていくのは、この会社になります。
行政と既存の民間事業者の橋渡しをする「つな
ぎ役」であり、双方と連携をとりつつ、中間的な
立場で村内で活動する担い手同士を結びつけ
調整する「旗振り役」となって、制度のすき間
をひとつずつ埋めていきます。
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